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上下水道の基盤の強化等に向けた基本方針の策定・見直しに向けて

（１） 下水道の整備に関する基本的事項

（２） 下水道の基盤の強化に関する基本的事項

（３） 下水道の維持及び修繕並びに計画的な改築に関する事項

（４） 下水道の管理に必要な人材の確保及び育成に関する事項

（５） 下水道管理者の間の連携等の推進に関する事項

（６） 下水道の管理に必要な情報通信技術その他の先端的な技
術の活用に関する事項

（７） その他下水道の整備及び基盤の強化に関する重要事項

○ 本検討会の「第２次とりまとめ」において、下水道の基盤強化に向けた国の基本方針の必要性が示されたこ
とを受け、令和８年７月に成立した改正下水道法では、法律の目的に下水道の基盤強化を位置づけるととも
に、「下水道の整備及び基盤の強化に関する基本的な方針」を定めることを新たに規定した。

○ このため、改正下水道法に基づく基本方針の策定に向け、これまで本検討会で議論した基盤強化の方向性
等を基礎とした上で、具体的な検討を進める。

○ また、近年の水道を取り巻く環境の変化等を踏まえ、令和元年９月に策定した「水道の基盤を強化するため
の基本的な方針」の見直しについて、検討する。

（１） 水道の基盤の強化に関する基本的事項

（２） 水道施設の維持管理及び計画的な更新に関する事項

（３） 水道事業等の健全な経営の確保に関する事項

（４） 水道事業等の運営に必要な人材の確保及び育成に関
する事項

（５） 水道事業者等の間の連携等の推進に関する事項

（６） その他水道の基盤の強化に関する重要事項

水道法で定める基本方針※の構成 改正下水道法で定める基本方針の構成

※厚生労働省告示第135号（R1.9.30策定）

次回（第12回）の検討会において、国の基本方針（案）の議論を行うとともに、パブリックコメントを実施した上で、
水道法で定める基本方針の見直し及び改正下水道法で定める基本方針の策定を行いたい。

▼ 水道法第５条の２の規定で定めることとする事項 ▼ 改正下水道法第２条の２の規定で定めることとする事項



2

近年の上下水道の取り巻く環境の変化・多様化する社会的要請への対応

○ 「水道の基盤を強化するための基本的な方針」の策定以降、上下水道を取り巻く環境の変化や
社会的要請の多様化等を踏まえ、強靱で持続可能な上下水道を構築するため、上下水道が本
来果たすべき役割に加え、以下の施策等を基本方針に位置付ける。

上下水道の取り巻く環境の変化や多様化する社会的要請へ対応するための施策

基本的な考え方 ○ 安全性・持続性確保を最優先するメリハリのある事業 ○ 徹底した事業の見える化

○広域連携・官民連携による執行体制の確保 ○財源の適切な組合せによる運営基盤の強化
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水道の基盤を強化するための基本的な方針の見直し （全体構成イメージ）

○能登半島地震における大規模な断水被害や気候変動に伴う災害の激甚化、老朽化インフラによる事故、さら
には国の水道行政移管、サイバー攻撃等による経済安全保障上のリスクの高まりなど、水道を取り巻く環境
や社会的要請の変化を踏まえ、令和元年９月に策定した「水道の基盤を強化するための基本的な方針」の
内容を基本としつつ、以下構成案により見直しを検討。

総

論

各事項の主な方針（案 ）
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下水道の整備及び基盤の強化に関する基本的な方針の策定 （全体構成イメージ）

○ 本検討会における下水道の基盤強化に向けた議論及び方向性等を踏まえ、以下構成案により、「下水道の整
備及び基盤の強化に関する基本的な方針」の策定を検討。

総

論

各事項の主な方針（案 ）


